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チーム・マイナス6％の公式ホームページでは、
CO₂削減に関するコラムや情報、リレーブログ
など様々なコンテンツが楽しめます。
地球の事をもっと考えるために……
ぜひ一度アクセスしてください。
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地球温暖化には、もはや疑う余地がない／多くの自然環境が既に温暖化の影響を受けている
生態系には既に異変が生じ始めている／異常気象の頻発などにより人間社会へも影響が現れている
温室効果のメカニズム／20世紀半ば以降の地球温暖化は人間活動が原因
100年後、地球の平均気温は1.8～4.0℃上昇／わずかな気温上昇でも温暖化の悪影響が生じる
温暖化がもたらす深刻な将来影響［水／生態系／食料／健康／沿岸域、小島嶼等］
森林減少と温暖化／世界と日本の排出量の推移／将来の排出削減の可能性／安定化濃度と気温上昇
温暖化防止の鍵を握る京都議定書／長期的な温暖化対策の必要性／わが国の温暖化対策
温暖化影響への適応の重要性


